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移行期医療支援センター長

満下紀恵

この4月より移行期医療支援センター
長を拝命いたしました満下紀恵です。
小児循環器科医として、心臓病をもつお子さん、ご
家族と長年関わってきました。心臓病を持って生まれ
た赤ちゃんが治療を受けて元気になり、大きくなって
学校へ通うようになり、社会人となっていく過程に伴
送できたことは小児科医冥利に尽きます。ご存知の通
り、小児期に生涯フォローが必要な慢性疾患や、小児
期に治療は済んでいてもその後フォローが必要な多く
の患者さんが、成人期を迎えています。成人期になっ
てもジームレスに適切な施設で適切な医療を受けるこ
とができ、身体的、精神的、そして社会的にも幸せな
人生を送れるよう、移行期医療支援は存在します。 20
20年当センターが設置され、委員会をはじめ、移行期
支援外来部会、重症心身障害児者の移行を考える部会、
レジストリ一部会の3つで活動をしてきました。その
体制を引き継ぎ、さらに医療施設のみならず、行政と
も連携し活動していく所存です。ご指導、ご協力のほ
どよろしくお願い申し上げます。

国際交流室室長

芳本 潤

剪、任の坂本喜三郎院長から引き継ぎ国
竪父流室室長を拝命しました、不整脈内科の
方本潤と申します。
静岡県立こども病院はこれまで、多くの外国人医師、
看護師、学生の皆様を温かくお迎えしてまいりました。
数巳から数ヶ月、あるいは一年におよぶ滞在期間中に、
皆様は熱心に医療技術を習得され、それぞれの母国へ
と帰国されました。また、母国の医療の現状について
語っていただ＜講義は、私たちにとっても貴重な学び
の機会となっております。
近年、国内にお住まいの外国人患者さんの受診も増
加しており、中には海外から直接当院を受診され、治
療を受けられる方もいらっしゃいます。そのような患
者さんたちのサポートをすることも国際交流室の役割
であると認識しております。
これまでの国際交流室の活動をしっかりと継承しつ
っ、国際的な医療連携をさらに発展させ、当院の質の
向上に貢献して参りたいと存じます。何卒よろしくお
願いいたします。

循環器センター長

新居 正基

このたび、循環器センター長を拝命しま
した新居正基（にいまさき）です。
当院に赴任して以来18年、地域の小児医療の一端を担
うべく誠心誠意、診療に携わってまいりました。今後は
センター長としての責務を真摯に受け止め、さらなる高
みを目指して精進していく所存です。
循環器センターは診療のみならず、教育・研鑽の場と
しても極めて重要な役割を担っております。若手医師の
育成に力を注ぐとともに、スタッフが互いに敬意と思い
やりをもって支え合い、切磋琢磨できる職場環境の構築
に努めてまいります。
当センターには、各専門分野において全国的に卓越し
た実績を有するスタッフが多数在籍しており、極めて高
い専門性とチームカを兼ね備えた施設であると自負して
おります。地域の先生方におかれましては、安心してご
紹介いただけるよう、引き続き信頼されるセンター運営
に尽力してまいります。
今後とも、何卒ご指導ご鞭撻を賜りますよう、心より
お願い申し上げます。

検査技術室技師長

横井 晴美

本年度より検査技術室の技師長を拝命
いたしました横井です。これまで総合病院
とこども病院に交互に勤務し、こども病院での勤務は
通算25年目を迎えます。
長年にわたり、多くのこどもたちやご家族と接する
中で、 “正確で迅速な検査が安心につながる”という
思いで日々の業務に取り組んで参りました。現在、当
検査室では国際的な品質基準である IS015189の認
定を取得し、精度の高い検盃データの提供と、継讐剪
な品質管理に力を入れております。これからも、←と
もたちの健やかな成長と笑顔のために、職員一丸となっ
て質の扇い検査業務を提供してまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

診療情報管理室長

太田 教隆

このたび、静岡県立こども病院診療情
報管理室長を拝命いたしました太田教隆です。
心臓血管外科医としての臨床経験をもとに、目まぐる
しく進化する情報社会に対応した、安全かつ正確な医
療情報の管理と活用を推進してまいります。
当院では、病院間での診療情報の共有をこれまで以
上に円滑かつ実用的なものへと発展させ、地域の小児
医療連携をより強固にすることを目指しております。
県民の皆様に「安心できる子育て」を実感していただ
ける医療体制の構築に貢献できるよう、職務に誠心誠
意取り組んでまいります。医療情報は、管理するだけ
でなく、迅速かつ的確に現場で活用されてこそ価値が
生まれます。その実現に向けて、日々の改善と工夫を
重ねてまいります。今後ともどうぞよろしくお願い申
し上げます。
皆様からのご意見・ご要望もお寄せいただければ幸
いです。

薬剤室長

井原 摂子

本年度より薬剤室長を拝命いたしまし
た井原摂子と申します。こども病院は19年目
となりました。
薬剤室は病院理念に基づき、医療チームの一員とし
て安全かつ適正な薬物療法を支援することを業務目標
としています。
小児薬物療法では年齢や体格に応じた薬用量や小児
特有の副作用への配慮、服薬しやすい剤形への変更な
ど、患者様の背景を考慮した個別対応が必要です。薬
剤師もチームの一員として知恵を絞って日々業務にあ
たっております。また地域の調剤薬局や他施設の薬剤
師と連携して、小児の患者様を支援しています。
今後も患者様や他職種の皆様、地域の薬剤師から必
要とされる存在であり続けるよう、薬剤室ー丸となっ
て努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたしま
す。
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役職別主要者一覧 （変更箇所は赤字）

役職 氏名 役職 氏名 役職 氏名

院長 坂本喜三郎 移植センター長 北山浩嗣 役職 【診療科長】

副院長 田中靖彦 輸血・細胞治療センター長 小倉妙美 総合診療科長 伴由布子

副院長 河村秀樹 小児がんセンター長 渡邊健一郎 小児感染症科長 荘司貴代

副院長 渡邊健一郎 ゲノム医療センター長 渚水健司 小児救急科長 唐木克二

副院長 内藤美樹 IVRセンター長 金成海 小児内科長 勝又元

事務部長 杉山倫英 エコーセンター長 新居正基 新生児科長 中野玲二

医療安全部長 小山雅司 血液腫瘍科長 渡邊健一郎

医療連携部長 北山浩嗣 役職 【室長】 血液凝固科長 小倉妙美

情報管理部長 河村秀樹 医療安全管理室長 小山雅司 遺伝染色体科 清水健司

救急総合診療・地域医療部長 河村秀樹 医療品質向上室長 小山雅司 内分泌科長 上松あゆ美

器官病態系内科診療部長 北山浩嗣 感染対策室長 荘司貴代 糖尿病・代謝内科長 佐野伸一朗

外科系診療部長 福本弘二 地域医療連携室長 北山浩嗣 腎臓内科長 北山浩嗣

移植再生医療部長 渡邊健一郎 育児環境支援室長 田代弦 免疫アレルギー科長 目黒敬章

こころの診療部長 大石聡 入退院支援室長 北山浩嗣 神経科長 松林朋子

手術・材料部長 滝川一晴 国際交流室長 芳本潤 循環器科長 新居正基

放射線診療部長 小山雅司 総合医療相談室長 北山浩嗣 不整脈内科長 芳本潤

診療支援部長 廣瀬圭一 小児がん相談室長 渡邊健一郎 集中治療科長 川崎達也

看護部長 内藤美樹 ボランティア活動支援室長 上松あゆ美 放射線科長 小山雅司

周産期母子医療部長 中野玲二 褥癒対策室長 加持秀明 臨床検査科長 河村秀樹

栄養サポート室長 福本弘二 外科（小児外科・成育外科）長 福本弘二

役職 【センクー長】 臨床研究室長 渡違健一郎 消化器外科長 福本弘二

患者相談センター長 目黒敬章 治験管理室長 井原摂子 呼吸器外科長 福本弘二

チーム医療推進センター長 廣瀬圭一 研究支援室長 廣瀬圭一 心臓血管外科長 廣瀬圭一

移行期医療支援センター長 満下紀恵 診療情報管理室長 太田教隆 脳神経外科長 石崎竜司

腐床研究支援センター長 渡邊健一郎 診療画像管理室長 小山雅司 整形外科長 滝川一睛

研修推進センター長 松林朋子 ITシステム管理室長 芳本潤 形成外科長 加持秀明

予防接種センター長 松林朋子 医師業務支援室長 野口繁寿 眼科長 武田優

総合診療センター長 伴由布子 臨床工学室長 福本弘二 耳鼻いんこう科長 橋本亜矢子

小児救急医療センター長 唐木克二 中央滅菌材料室長 滝川一睛 泌尿器科長 演野敦

成人移行・診療センター長 満下紀恵 放射線技術室技師長 梅田聡志 皮膚科長

集中治療センター長 川崎達也 検査技術室技師長 横井睛美 産科長 河村隆一

血友病診療センター長 小倉妙美 輸血管理室長 川口晃司 歯科長 渡邊桂太

周産期母子センター長 中野玲二 成育支援室長 溝渕雅巳 麻酔科長 渡邊朝香

循環器センター長 新居正基 リハビリテーション室長 真野浩志 病理診断科長 岩淵英人

脊椎診療センター長 滝川一睛 心理療法室長 大石聡 リハビリテーション科長 真野浩志

二分脊椎センター長 石崎竜司 栄養管理室長 八木佳子 こころの診療科長 大石聡

頭蓋顔面・ロ蓋裂センター長 加持秀明 薬剤室長 井原摂子 発達小児科長 溝渕雅巳

リハビリテーションセンター長 真野浩志
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